
  

　
祭
り
と
言
え
ば
、
京
都
三
大
祭
り
、
大
阪
三
大
夏
祭

り
、
東
北
三
大
祭
り
な
ど
が
す
ぐ
に
思
い
出
さ
れ
る
。

祭
り
は
、
最
初
は
祭
礼
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
今

で
は
異
世
代
間
の
交
流
、
地
域
活
性
化
、
伝
統
文
化
の

継
承
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
持
つ
も
の
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
祭
り
は
、
小
さ
い
も
の
も

含
め
る
と
相
当
な
数
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
祭
り
を

紹
介
し
て
い
る
佐
藤
・
保
田
編
（
２
０
０
６
）
に
よ
る

と
約
千
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
祭
り
は
ど
の
よ
う
な

機
能
を
持
つ
の
で
あ
ろ
う
か
。
祭
り
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
関
係
を
探
り
な
が
ら
、
祭
り
の
持
つ

可
能
性
を
検
証
し
、
そ
の
経
済
効
果
を
見
て
み
る
。 

    

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
代
表
的
議
論
と
し
て
、

コ
ー
ル
マ
ン
（
１
９
８
８
）
と
パ
ッ
ト
ナ
ム
（
１
９
９

３
、
２
０
０
０
）
の
議
論
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

　
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は

互
酬
性
、
信
頼
性
を
伴
う
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
パ
ッ
ト
ナ
ム
は
、
イ
タ
リ
ア

の
北
部
と
南
部
の
経
済
状
態
の
違
い
を
説
明
す
る
際

に
、
信
頼
と
協
調
を
基
礎
と
し
た
社
会
構
造
が
北
部

に
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
北
部
の
南
部
に
対
す
る
経
済

的
優
位
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
い
わ

ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
レ
ベ
ル
で
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
に
注
目
し
て
い
る
。 

　
パ
ッ
ト
ナ
ム
に
よ
る
と
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ

タ
ル
に
は
結
束
型
と
橋
渡
し
型
が
あ
る
。
結
束
型
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
結
束
を
強
化
す
る
機
能
を
持

っ
て
お
り
、
橋
渡
し
型
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
間
の
関
係

を
強
化
す
る
機
能
を
持
つ
。 

 

● 

結
束
型
の
祭
り

　
通
常
、
祭
り
に
は
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
参

加
し
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
住
民
の
一
体
感
が
醸
成

さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
祭
り
は
、
パ
ッ
ト

ナ
ム
が
指
摘
す
る
よ
う
に
結
束
型
と
捉
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
上
野
（
２
０
０
９
）
は
、
熊
本
市
西
部
の
銭

塘
校
区
自
治
協
議
会
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
研
究
で
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
当
該
地
域
の
自
治
会
や
宗
教
・
祭
り

グ
ル
ー
プ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
内
で
人
々
が
出
会
う
頻

度
を
見
る
と
、
宗
教
・
祭
り
グ
ル
ー
プ
は
３
番
目
に

高
い
頻
度
で
あ
る
こ
と
、
自
治
会
と
宗
教
・
祭
り
グ

ル
ー
プ
の
間
に
強
い
関
連
が
あ
り
、
宗
教
・
祭
り
グ

ル
ー
プ
は
自
治
会
に
次
い
で
協
議
会
構
成
グ
ル
ー
プ

間
を
媒
介
す
る
機
能
を
高
く
果
た
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
う
い
う
指
摘
か
ら
、
協
議
会
を
ひ

と
つ
の
結
束
型
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
と
見
た

場
合
、
宗
教
・
祭
り
グ
ル
ー
プ
の
活
動
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
蓄
積
に
貢
献
し
、
こ
の
こ
と
が
当
該

地
区
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
引
き
上
げ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

＊
は 

じ 

め 

に 

＊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の 

   

ソ
ー
シ
ャ
ル
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キ
ャ
ピ
タ
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つ
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Ⅱ 地域のコミュニティを支える“まつり”の力 



東日本大震災からの復興の思いをのせた青森ねぶた祭り。多くの人々の心を癒した 

 
● 

橋
渡
し
型
の
祭
り

　
昨
年
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災
の
後
の
状
況
を
見

て
み
る
と
、
祭
り
は
必
ず
し
も
結
束
型
と
は
言
え
な

い
側
面
が
あ
る
。 

　
祭
り
に
つ
い
て
の
震
災
後
の
報
道
を
見
て
み
る
と
、

地
域
の
復
興･

結
束
を
図
る
た
め
に
だ
け
祭
り
が
機

能
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

福
島
県
相
馬
市
・
南
相
馬
市
の
相
馬
野
馬
追
は
、

全
国
か
ら
同
地
に
寄
せ
ら
れ
た
支
援
へ
の
恩
返

し
を
発
信
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
た
り
、
昨

年
１０
月
に
は
、
相
馬
野
馬
追
の
行
事
の
一
部
が

日
本
中
央
競
馬
会
の
栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
披
露
さ
れ
た
り
し
て
い
る
（
※
１
）。
ま
た
、

南
相
馬
市
原
町
区
で
は
、
昨
年
９
月
に
い
ず
み

太
鼓
（
大
阪
府
和
泉
市
）
や
浅
香
太
鼓
集
団
「
獅

子
」（
大
阪
市
住
吉
区
）
の
２
団
体
の
メ
ン
バ
ー

な
ど
が
集
ま
り
、「
和
太
鼓
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と
銘
打
っ
て
復
興
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
東
北
６
県
の
夏
祭
り
が
一
堂

に
会
す
る
「
東
北
六
魂
祭
」（
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
、

秋
田
竿
灯
祭
り
、
盛
岡
さ
ん
さ
踊
り
、
山
形
花

笠
祭
り
、
仙
台
七
夕
ま
つ
り
、
福
島
わ
ら
じ
ま

つ
り
）
を
仙
台
で
開
催
し
、
今
年
は
盛
岡
市
で

開
催
す
る
予
定
で
調
整
中
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
橋
渡
し
型
と
し
て
機
能

し
て
い
る
。 

    

　
パ
ッ
ト
ナ
ム
に
対
し
て
、
コ
ー
ル
マ
ン
は
個
人
の

レ
ベ
ル
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
コ
ー
ル
マ
ン
は
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。
社
会
に
は
、
道
路
な
ど
の
物

的
資
本
や
教
育
な
ど
の
人
的
資
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら

が
生
産
に
貢
献
す
る
と
同
様
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
も
生
産
に
貢
献
す
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
は
人
々
の
間
の
関
係
か
ら
発
生
す
る
も
の

で
、
義
務
と
期
待
、
情
報
チ
ャ
ン
ネ
ル
お
よ
び
規
範

の
３
つ
の
形
を
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
社
会
構
造

が
閉
じ
て
い
る
（C

losure

）
と
き
に
形
成
さ
れ
る
と

指
摘
す
る
。
教
育
の
場
合
、
家
庭
内
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
（
親
の
子
ど
も
へ
の
関
心
が
高
い
と
親

は
子
ど
も
に
教
え
る
。
そ
の
結
果
、
子
ど
も
の
成
績

が
良
く
な
る
）
と
家
庭
外
に
あ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ

ャ
ピ
タ
ル
（
宗
教
組
織
が
母
体
と
な
る
高
校
で
は
ド

ロ
ッ
プ
ア
ウ
ト
の
比
率
が
よ
り
低
く
な
る
）
の
例
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
の
水
準
が
高
い
と
人
的
投
資
が
高
ま
る
。 

　
コ
ー
ル
マ
ン
の
議
論
に
し
た
が
え
ば
、
祭
り
は
次

の
よ
う
に
解
釈
で
き
る
。
祭
り
に
参
加
す
る
住
民
は

知
り
合
い
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
親
は
自
分
以
外
の

子
ど
も
の
こ
と
も
知
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
異
世
代

間
と
同
世
代
間
で
閉
じ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形

成
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
住
民
の
結
束
が
強
く
な

る
結
果
、
住
民
同
士
の
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
る
。
こ
う

い
っ
た
環
境
は
子
育
て
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
一
定
の
秩
序
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
、

そ
の
結
果
、
住
民
個
人
の
人
的
資
本
が
蓄
積
さ
れ
る
。 

      

　
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
原
動
力
と
し
て
地
域
力
（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
）
の
概
念
が
あ
る
。
地

域
力
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
問
題
を
解
決
し
た
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
厚
生
を
増
進･

維
持
し
た
り
す
る
た

＊
個
人
レ
ベ
ル
で
の 

　
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル 

 

＊
地 

域 

力 

 



千年以上の歴史を持つ祇園祭で、山鉾巡行の先頭を受け持つ長刀鉾。 
祇園祭の価値は約1千億円 

め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
で
利
用
可
能
な
人
的
資
源
、

組
織
的
資
源
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の

相
互
関
係
と
定
義
さ
れ
て
い
る
（
※
２
）。
チ
ャ
ス
キ
ン

の
議
論
に
し
た
が
え
ば
、
地
域
力
を
発
揮
す
る
た
め

の
要
素
の
ひ
と
つ
と
し
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ

ル
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
地
域
力
は
人
々
の
厚

生
を
引
き
上
げ
る
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル

は
地
域
力
を
形
成
す
る
た
め
の
必
要
条
件
で
し
か
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
地

域
力
を
形
成
す
る
た
め
の
何
ら
か
の
仕
組
み
が
必
要

に
な
る
。 

　
地
域
力
が
そ
の
力
を
発
揮
す
る
の
は
、
地
震
や
災

害
な
ど
に
よ
り
危
機
的
状
態
が
発
生
す
る
と
き
で
あ

る
。
昨
年
の
３
月
１１
日
に
起
こ
っ
た
東
日
本
大
震
災

は
、
岩
手
県
、
宮
城
県
お
よ
び
福
島
県
な
ど
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
、
こ
の
た
め
沿
岸
部
の
地
域
は

崩
壊
の
際
に
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
祭
り
は
地

域
の
復
興
の
た
め
に
機
能
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、

先
に
言
及
し
た
福
島
県
相
馬
市
・
南
相
馬
市
の
相
馬

野
馬
追
は
、
そ
の
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
規
模
を

大
幅
に
縮
小
し
、
犠
牲
者
の
鎮
魂
と
復
興
を
願
っ
て

行
わ
れ
、
地
域
の
結
束
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、

自
発
的
に
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
祭
り

の
機
能
を
高
め
る
た
め
に
は
何
ら
か
の
行
政
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
に
よ
る
支
援
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

    

　
こ
れ
ま
で
祭
り
の
機
能
を
定
性
的
に
述
べ
て
き
た

が
、
こ
こ
で
は
祭
り
の
効
果
を
定
量
的
に
見
て
み
る
。 

 

● 

フ
ロ
ー
効
果

　
た
と
え
ば
、
京
都
の
祇
園
祭
の
よ
う
な
大
き
な
祭

り
を
考
え
て
み
る
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
観

光
客
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
宿
泊
施
設
に
泊
ま
っ
た
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
食
事
を
し
た
り
す
る
。
さ
ら
に
、

山
鉾
の
近
く
で
売
ら
れ
て
い
る
ち
ま
き
な
ど
を
購

入
す
る
。
祇
園
祭
の
よ
う
な
大
き
な
祭
り
で
な
い
小

さ
な
規
模
の
祭
り
で
も
、
同
様
の
経
済
現
象
が
発
生

す
る
。
経
済
現
象
は
具
体
的
に
は
、
祭
り
に
よ
る
売

上
の
増
加
や
所
得
の
増
加
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
こ

う
い
っ
た
経
済
波
及
効
果
は
フ
ロ
ー
効
果
と
呼
ば

れ
て
い
る
。 

　
大
阪
三
大
夏
祭
り
（
天
神
祭
、
愛
染
祭
、
住
吉
祭
）

は
６
月
下
旬
に
愛
染
祭
か
ら
始
ま
り
天
神
祭
、
住
吉

祭
と
続
き
約
１
カ
月
間
、
夏
に
行
わ
れ
る
。
夏
枯
れ

と
言
わ
れ
る
こ
の
時
期
に
こ
れ
ら
の
祭
り
が
ほ
ぼ
同

時
に
行
わ
れ
る
の
は
、
経
済
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で

は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。 

 
＊
祭
り
の
及
ぼ
す
経
済
効
果 

Ⅱ 地域のコミュニティを支える“まつり”の力 
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多
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 同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授
。
1
9
5
2
年
生
ま
れ
。
８２

年
同
志
社
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
修
了
。
主
な
著
書

は
、『
公
共
政
策
の
た
め
の
政
策
評
価
手
法
』（
中
央
経
済

社
）、『
貧
困
と
社
会
保
障
制
度
―
ベ
ー
シ
ッ
ク
・
イ
ン
カ

ム
と
負
の
所
得
税
』（
共
著
、
晃
洋
書
房
）、『
ス
ポ
ー
ツ
の

経
済
と
政
策
』（
共
著
、
晃
洋
書
房
）
な
ど
。 

CEL

　
地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
（
２
０
０
３
） 

は
、

な
ま
は
げ
柴
灯
ま
つ
り
（
秋
田
県
）、
会
津
坂
下
大
俵

引
き
（
福
島
県
）、
雪
中
花
水
祝
い
（
新
潟
県
）
な
ど

６
つ
の
祭
り
を
対
象
と
し
て
経
済
効
果
を
測
定
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
住
民
や
参
加
団
体
を
含
め
た

実
質
的
な
実
施
費
用
に
対
す
る
発
生
需
要
額
は
、
２
・

３１
倍
か
ら
１２
・
０５
倍
の
間
に
あ
り
、
か
な
り
大
き
い
。

た
だ
、
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
見
方
を
変
え
る
と
、

や
り
方
に
よ
っ
て
は
経
済
効
果
を
引
き
上
げ
る
余
地

が
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。 

 

● 

ス
ト
ッ
ク
効
果

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
祭
り
を
ソ
ー
シ
ャ

ル・キ
ャ
ピ
タ
ル
と
し
て
捉
え
た
場
合
、祭
り
は
地
域
力

を
通
じ
て
住
民
の
厚
生
を
引
き
上
げ
る
。
つ
ま
り
、
人
々

は
祭
り
に
対
し
て
何
ら
か
の
価
値
を
持
つ
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
は
フ
ロ
ー
効
果
と
は
異
な
る
効
果
で
あ
り
、

ス
ト
ッ
ク
効
果
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
人
々
は
祭
り
に

対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
価
値
を
持
つ
。
た
と

え
ば
、
武
者
絵
が
描
か
れ
た
青
森
ね
ぶ
た
祭
り
の
ね

ぶ
た
や
、
岸
和
田
だ
ん
じ
り
祭
り
の
だ
ん
じ
り
に
文

化
的
価
値
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
将
来

生
ま
れ
て
く
る
孫
の
た
め
に
祭
り
を
残
し
て
お
き
た

い
と
い
う
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
。 

　
伊
多
波
・
八
木
（
２
０
０
９
）
は
こ
う
い
っ
た
観
点

か
ら
京
都
三
大
祭
り
の
価
値
を
測
定
し
て
い
る
。
こ

の
分
析
に
よ
る
と
、
総
便
益
は
葵
祭
９
３
１
億
円
、

祇
園
祭
９
９
９
億
円
、
時
代
祭
８
８
３
億
円
と
な
る
。

そ
し
て
、
こ
の
中
に
オ
プ
シ
ョ
ン
価
値
も
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。 

    

　
最
近
の
幸
福
の
経
済
学
に
よ
る
と
、
人
を
信
頼
す

る
と
思
っ
て
い
る
人
の
幸
福
度
は
高
い
。
祭
り
に
よ

っ
て
異
世
代
間
の
交
流
が
で
き
、
さ
ら
に
は
多
く
の

人
が
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
一
体
感
が
確
立
さ
れ

る
。
つ
ま
り
、
人
々
の
間
に
信
頼
感
が
醸
成
さ
れ
、
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
は
、
結
果
的
に
幸
福
の
程
度
を
引
き
上
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
る
。 

　
し
か
し
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
は
地
域
力
を
引
き
上
げ
、
幸
福
度
を
高

め
る
た
め
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
十
分
条
件
で
は
な

い
。
日
本
は
、
こ
れ
か
ら
未
曾
有
の
少
子
高
齢
社
会

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
い
う
状
況
の
中
で
い

か
に
し
て
祭
り
を
維
持･

継
続
し
て
い
く
の
か
。
行
政

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
政
策
的
介
入
が
ま
す
ま
す
必

要
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。 

（
※
１
）
こ
こ
で
の
記
事
は
、
朝
日
新
聞
「
聞
蔵
Ⅱ
」
で
検
索
し
て
い
る
。

新
聞
の
発
行
年
月
日
は
煩
雑
に
な
る
の
で
省
略
し
て
い
る
。

（
※
２
）Chaskin

（2001

）,p.295. 
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